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◆開　会　
◆歌（コロナ省略）

◆ゲスト紹介　
　兵庫県副知事　金澤 和夫 様
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　姫路西ＲＣ　林野 　裕 会員
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吉政 和彦 様

例　　　会　　　記　　　録　（2020．9．18（金））　　通算3，262回

クラブ会長方針
　“共に  BE  WITH  YOU”
　①明るく、元気に
　②メンバーと共に
　③地域と共に

右）兵庫県副知事　金澤和夫様
左）兵庫県会議員　山本敏信様

食事風景



◆出席報告
本日　９月１８日　　　会員数３６名　　　欠席者１１名　　　出席率６０．７１%

◆Ｓ．Ａ．Ａ．（ニコニコ箱報告）
高砂青松ＲＣ村上則宏会長……合同例会を祝して。
高砂青松ＲＣ三枝丈次幹事……本日は、高砂ＲＣの皆様にお世話になります。

◆幹事報告
◎ガバナー事務所より、ガバナーノミニーのお知らせが届いております。
◎ロータリー米山記念奨学会より、ハイライトよねやまVol.２４６が届いております。
◎兵庫県立考古博物館より、秋の特別展開催の案内が届いております。
　
◆会長の時間

私は会長の時間を使って、高砂ロータリーのこと、高砂、播磨、兵庫県南部の事をお話し
しております。

今日は高砂青松ロータリーとの合同例会です。会合場所の鹿島神社の事を、お話しします。

鹿島神社の神様のおひとりは、タケミカツチノミコト、別名鹿島大明神です。
軍神、雷神、剣の神、そして地震の神でもあるそうです。
アシハラナカツクニ平定に活躍されました。

このタケミカツチノミコトを信奉していた中臣氏（藤原氏）は、ヤマトタケルノミコトと
共に東国征伐を戦い、常総地方に定住したとのこと。
従って、鹿島神社、春日大社もタケミカツチノミコトを祀っておられます。

尚、ヤマトタケルノミコトのお母さんの安産祈願されたところが、加古川の日岡神社です。

丸山 恵右 会長



◆本日のプログラム

演題　「兵庫の長期ビジョンと高砂地域の未来」
講師：兵庫県副知事　金澤 和夫 様

　　　　　　　卓話資料（抜粋）

「2030年
の展望」

新型コロナ
ウイルスの
発生

ポストコロナ
社会・兵庫会
議の提言

新ビジョンの策定へ（2021年度内）

2050年頃の姿

令和２年９月18日
兵庫県副知事 金澤 和夫

兵庫の長期ビジョンと高砂地域の未来

～新型コロナを乗り越え、30年後の地域を創っていく～

①十分な医療・検査体制の確保

●十分な検査体制による早期発見

●濃厚接触者や関係者の早期特定

●十分な病床、療養施設の確保による
二次・三次感染の抑制（自宅療養ゼロの徹底）

②県民へのメッセージ

●リスクとなるターゲットを明示した注意喚起
の発信

●一律規制から地域の状況を踏まえた「ターゲット
型」の対策へ

●感染拡大を抑制しながら、生活と経済活動を両立

●感染の早期発見、濃厚接触者・関係者の早期確定
と、検査による二次・三次感染の防止

現在の対策の基本

対策
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第一波の課題と対応方針

●未知のウイルスに対して、緊急事態宣言に基づく
休業等の一律規制により、感染収束に一定の効果

（最低でも７割、極力８割の人との接触機会の低減など）

●しかし、緊急事態宣言の解除後も、必要な往来や
イベント開催などへの過度の自粛ムードを醸成

●クラスターや飲食等による感染（一次感染）から、
家族、職場等への感染拡大

〔課題〕 〔対応方針〕

③ひょうごスタイルの推進

●飲食店への食品衛生監視などにあわせた
ガイドラインの周知

●コロナ追跡システムの登録拡大

④季節性インフルエンザとの同時流行への備え

●インフルエンザと新型コロナの同時流行を見据えた
外来・検査体制の拡充
・発熱等診療・検査医療機関（仮称）の設置（250箇所）
・地域外来・検査センターの拡充（8→12箇所）

9月補正予算



４つの
社会像

12の将来像
（実現したい姿）

創造的市民社会 １ 人と人のつながりで自立と安心を育む

２ 兵庫らしい健康で充実した生涯を送れる社会を実現する

３ 次代を支え挑戦する人を創る

しごと活性社会 ４ 未来を拓く産業の力を高める

５ 地域と共に持続する産業を育む

６ 生きがいにあふれたしごとを創る

環境優先社会 ７ 人と自然が共生する地域を創る

８ 低炭素で資源を生かす先進地を創る

９ 災害に強い安全安心な基盤を整える

多彩な交流社会 10 地域の交流・持続を支える基盤を整える

11 個性を生かした地域の自立と地域間連携で元気を生み出す

12 世界との交流を兵庫の未来へ結ぶ

全県ビジョンの概要 ～４つの社会像と12の将来像～
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◆光と水と緑でつなぐ－元気・西播磨
■ 地域の夢
人の輪社会／安全安心社会／環境王国／
きらきら西播磨

◆人の輪と地域の輪がつながる元気な
中播磨をつくろう

～つなぐ つながる 銀の馬車道～
■ 地域の夢
希望が育つ中播磨／安全安心中播磨／
自然豊かな中播磨／元気交流中播磨

◆みんなで丹波の森
■ 理 念 たんばを楽しむ連携・交流
■ 将来像 みんなで創る“自立のたんば”／都会に
近い田舎を楽しむ“交流のたんば”／やりがいを実
感できる“元気なたんば”／多世代が支え合う“絆の
たんば”／ともに暮らす“安全安心なたんば”

◆「楽しいまち・神戸」人々が集い、喜びと感動が共有できる
■ めざす都市像
市民自律都市／フロンティア都市／コミュニケーション都市

◆水辺・ものづくりのまち （東播磨）
■将来像
心地いいまち／楽しいまち／美しいまち／
力強いまち

◆環境立島あわじ
～人と自然の豊かな関係をきずく“公園島”へ～

■理念 命をつなぐ“持続可能な島／経済・社会・環境
の調和がとれた新たな“幸せ社会”／環境立島“公園島淡
路”の理念の継承と発展

地域ビジョンの概要 ～個性豊かな将来像～

◆阪神市民文化社会の創造
市民が主役となり、行政がそれを支える

■ 将来像 多様で個性的なライフスタイル／自律と協
働による温かいコミュニティ／自然と豊かに調和した
安全・快適な都市環境／豊かさとにぎわいを創出する
新たな阪神経済

◆ひょうごのハートランド
■ 地域像 交流が拡がる／生活（くらし）の絆が深
まる／文化が花開く／恵み豊かな環境が持続する／
元気な産業が興る

◆あしたのふるさと但馬 ～コウノトリ翔る郷～
■ 将来像 自立の郷／賑わいの郷／癒しの郷／慈しみの郷
■ 行動目標 人づくり／産業づくり／誇りづくり／安心づくり
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たとえ抑え込んでも、新たなウイルスが必ず襲来する。この現実を前提に、医療・検査体制、
複合災害への備えなど、新たな事態に即応できる危機管理体制の構築が必要。

テレワークやオンライン教育が突貫工事で進められ、未来につながる新しい暮らしや働き方の
壮大な実験になった。日本社会のデジタル化を本気で加速させねばならない。

安全保障の観点でもバランスの取れたサプライチェーンへの再構築が必要。競争力、リスク耐性
を高める上でも、ＡＩやＩｏＴ、ロボットなど新技術の導入を加速させることが求められる。

感染拡大は過密大都市ほど深刻で、一極集中型社会の脆さを明らかに。分散型社会に向け、より
大胆な移住・定住を進めるため、地方が自らの魅力と尊厳を確立することが肝要。

日本のコロナに対する抵抗力を支えたのは、格差が少なく、国民的一体性の基盤が存在したため。
セーフティネットの充実による公平な社会づくり、コミュニティの再生を進め、連帯と共生の
メッセージを。

ポストコロナ社会／兵庫会議からの５つの提言
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提言1 パンデミック時代の危機管理

提言2 デジタル革新の加速

提言3 産業の競争力・リスク耐性の強化

提言4 分散型社会への転換

提言5 社会の絆の再生



東播磨スマートシティ構想

1 地域BWA基地局の整備

2 公共Wi-Fiの整備

3 地域（各市町）におけるさらなる活用

○「防犯カメラ（見守りカメラ）を東播磨スマートシティ推進協議
会の中で設置を協議する。犯罪などの抑止力として市民の安
全が向上する」（都倉市長）

○このほか、小中学校の全学年に１人１台のタブレットと通信
環境を提供することにも活用を検討中

高砂市の取組（防犯カメラほか）

お馴染みのBAN-BANﾈｯﾄﾜｰｸｽが事業者です

・地域BWAを活用するための公共Wi-Fiを整備
・ルーター約100台（避難所や観光拠点等で活用）

・スマートシティ推進協議会（事務局 東播磨県民局）
を設置し、地域を「未来都市モデル」へ

・見守りサービスや遠隔授業など各市町が独自施策

東播磨スマートシティ推進協議会（R2.7.1設置）
構成：東播磨県民局長、管内市町長、民間事業者

部会：企画部会、交通部会、農業部会、建設部会

活動：先進事例の勉強会、専門アドバイザーの助言等

⇒大枠を決定後、各市町で独自の取組を展開 25

・通信用鉄塔40基を新たに整備
・２市２町全世帯（約17万）をカバー
・５Gより低コスト、短時間で整備（年内に工事完了）

ポストコロナ社会／兵庫モデルの構築

強固な
情報基
盤

都市部
から地
方へ

起業・創業

産業の再
構築

今回のコロナ禍により、情報化・デジタル化への対応の必要性を痛感
⇒ ひょうご情報ハイウェイの増強等により「情報通信基盤の整備」を強化

一方、大都市の脆弱性や東京一極集中の弊害も改めて浮き彫りに
⇒ UIJターンや二地域居住など「都市部から地方へ」の流れを加速

これらを実現するためには、県全体として、しっかりとした経済基盤が必要
⇒ ものづくり等従来の強みに加え、「起業・創業」や「産業の再構築」により強固な兵庫経済に

【ワーケーション・イメージ】

【コワーキング・イメージ】
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テレワークで場所や時間に関係なく柔軟な働き方ができる社会へ

【サプライチェーンの再構築】

地域資源を活用した魅力ある地域づくり

【参考】兵庫の日本遺産（全国最多の 9件）
①デカンショ節

②国生みの島・淡路

③播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道

④六古窯

⑤北前船寄港地・船主集落

⑥「日本第一」塩

⑦麒麟獅子が舞う因幡・但馬

⑧西国三十三所観音巡礼

⑨「伊丹諸白」と「灘の生一本」

北前船ゆかりの町との交流

・9/5には、有志30人が同じく認定を受けている
洲本市五色町へ船で訪問し交流を深めた

・工楽松右衛門（高砂出身）と高田屋嘉兵衛
（五色出身）も交流があったとされる…

古民家の改修

（右上） 9/5堀川↔都志港高速船で寄港！

工楽家旧宅（上）と尾崎家（下）

・当時の広大な商家や豪壮な武家屋敷
・古民家改修し歴史的な街並みに
・国県市の支援により面的に整備中

高砂海浜公園・高砂市が所有する３施設
（向島公園、青年の家、多目的球場）
兵庫県が所有する海浜公園
の一体的活用を調査・検討中
⇒ エリア全体の価値の向上が期待

高砂海浜公園

夏の風物詩高砂花火大会
（今年度は中止）

北前船寄港地の日本遺産認定（H30）を機とした地域の活性化。海辺の価値を高める動きも
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◆挨拶
兵庫県会議員　山本 敏信 様

進む安全・安心の基盤づくり
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甚大な被害が生じた台風第12号から約9年。5月末に完了し、
新型コロナ感染拡大で延期していた完成式を開催（R2.8.29）

法華山谷川水系緊急治水対策が完了 山陽電鉄本線連続立体交差事業

山陽電鉄本線高砂地域の踏切に起因する事故や慢性的な渋滞を
解消するため、連続立体交差の調査事業に着手（H30～）

○L=2.7km（高砂駅、新井駅
及び伊保駅を高架する区間）

○踏切10カ所、跨線橋１カ所

播磨臨海地域道路の早期事業化

計画段階評価の早期完了、都市計画・環境アセスの着手を要望

先日、高砂商工会議所の青年部の方々と意見交換をしました。

「高砂は小さな町だからこそ、良いところがたくさんある」

「歴史があり、海や山も近く、これらを活かしたい」

といった前向きな意見をいただきました。

何より高砂の皆さんの結束を感じました。

ともに、高砂地域の、

そして兵庫の未来を創っていきましょう。

高砂地域の皆さんへの期待
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◆謝辞
高砂青松ＲＣ　村上 則宏 会長

◆閉会・点鐘

会　長：丸山　恵右　　　　　　幹　事：坂牛　　裕　　　　　雑誌会報委員長：加治屋昭平
例会日時　毎週金曜日12時30分より　　　　　　　　　　　例会場　高砂商工会議所２階会議室
高砂ロータリークラブのホームページのＵＲＬ   　  　　    http://takasagorc.starfree.jp/

高砂 RC　丸山恵右会長　　高砂青松ＲＣ　村上則宏会長


